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傾度と地衡風を一般風の指標とし，地衡風速 6 m⋅s-1以下である晴天弱風日 369日の 9時か
ら 17時における毎時の発散場に対し主成分分析を施した．その結果，成分得点の時間変化
が異なる上位 3 成分として，海風発達に関連し海風前線（収束域）や発散域の南北変化を































は内陸部の高温が現れやすく，その時の風系分布は近年増加傾向が認められる A と Bの特
徴と一致していた．これらのことからも，関東平野内陸部における高温日の増加傾向が，
現れやすい風系分布の変化に対応していることが確認された． 
以上のように，夏季の晴天弱風日における関東平野の局地風系は，気圧配置型の差異に
よる日本付近の気圧傾度と密接に関係し，それによって海風前線の侵入の遅速や広域海風
への移行などが支配されていることが明らかにされた．また，一般風が弱くフェーン現象
発現日でない夏季晴天弱風日においては，日本の南に太平洋高気圧のリッジが現れる気圧
配置型の増加が，関東平野の風系変化とも関連して近年の関東平野内陸部における高温に
関与していることが示された． 
 
